
『
仲
景
全
書
』
は
明
の
趙
開
美
が
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九
九
）

に
刊
行
し
た
医
学
全
書
で
あ
る
。
同
書
は
現
存
『
傷
寒
論
』
中
の
最

善
本
で
あ
る
『
宋
板
傷
寒
論
』
を
編
入
す
る
こ
と
で
著
名
だ
が
、
他

に
『
金
置
要
略
方
論
』
『
注
解
傷
寒
論
』
『
傷
寒
類
証
』
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
趙
版
は
日
中
両
国
に
計
七
組
現
存
す
る
が
、
趙
版
そ

の
も
の
は
両
国
と
も
に
以
後
一
度
も
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
趙
版
と
は
構
成
書
を
異
に
す
る
別
本
の
『
仲
景
全
書
』
が

あ
り
、
江
戸
お
よ
び
清
末
民
国
間
に
幾
度
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
各
々
の
由
来
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
ば
し
ば

趙
版
と
混
同
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
各

『
仲
景
全
書
』
の
相
互
関
係
を
調
査
し
、
い
く
つ
か
の
新
知
見
を
得

た
の
で
報
告
し
た
い
。

（
一
）
和
刻
『
仲
景
全
書
』
和
刻
版
は
以
下
の
五
版
元
か
ら
印
行

別
本
『
仲
景
全
書
』
の
書
誌
と

構
成
書
目

真
柳
誠

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
同
版
本
で
あ
る
。
ｅ
万
治
二
年
（
一
六

五
九
）
寺
町
弥
兵
衛
ら
の
刻
本
。
刊
記
に
「
開
板
」
と
あ
り
和
刻
の

初
版
か
と
目
さ
れ
る
。
ｅ
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
秋
田
屋
総
兵
衛

印
本
。
ｅ
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
上
村
次
郎
右
衛
門
印
本
。
⑳
宝

暦
六
年
（
一
七
五
六
）
出
雲
寺
和
泉
等
十
書
坊
共
印
本
。
⑤
寛
政
元

年
（
一
七
八
九
）
芳
蘭
樹
蔵
版
・
林
権
兵
衛
ら
印
本
。

こ
の
和
刻
版
は
『
集
注
傷
寒
論
』
『
金
置
要
略
方
論
』
『
傷
寒
類

証
』
の
計
三
害
よ
り
な
る
。
つ
ま
り
趙
版
か
ら
『
宋
板
傷
寒
論
』

『
注
解
傷
寒
論
』
を
除
き
、
代
わ
り
に
『
集
注
傷
寒
論
』
十
巻
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
『
集
注
傷
寒
論
（
張
卿
子
傷
寒
論
）
』
は
、
張
遂
辰

（
卿
子
、
一
五
八
九
’
一
六
六
八
）
が
成
無
己
の
『
注
解
傷
寒
論
』

に
計
二
十
五
医
家
と
自
己
の
注
を
追
加
し
た
書
で
あ
る
。
『
傷
寒
論
』

本
文
と
成
注
と
い
う
実
用
部
分
を
考
え
る
と
『
宋
板
』
『
注
解
』
は

ほ
ぼ
本
書
に
含
ま
れ
て
お
り
、
趙
版
が
和
刻
版
の
編
成
に
改
め
ら
れ

る
理
由
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
和
刻
版
『
集
注
傷
寒
論
』
の
扉
書
を
見
る
と
、

ｅ
ｌ
⑥
は
い
ず
れ
も
「
張
卿
子
先
生
手
定
仲
景
全
書
云
さ
と
記
さ

れ
、
あ
た
か
も
張
卿
子
が
『
仲
景
全
書
』
を
編
纂
し
た
ご
と
く
で
あ

る
。
し
か
し
ｅ
の
ゑ
は
「
張
卿
子
先
生
手
定
傷
寒
論
、
成
無
己
註
附
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諸
名
家
、
聖
済
堂
蔵
版
」
と
記
さ
れ
、
誤
解
を
招
く
こ
と
は
な
い
。

し
か
も
中
国
に
現
存
の
清
初
刊
『
張
卿
子
傷
寒
論
』
七
巻
も
同
じ
く

聖
済
堂
蔵
版
と
あ
る
。
か
つ
七
巻
本
『
張
卿
子
傷
寒
論
』
と
十
巻
本

『
集
注
傷
寒
論
』
の
巻
一
’
六
は
全
く
同
一
・
そ
し
て
十
巻
本
は
七

巻
本
の
巻
七
を
巻
七
’
九
に
分
巻
、
さ
ら
に
七
巻
本
に
な
い
『
注

解
』
の
巻
十
を
そ
の
ま
ま
付
加
し
、
計
十
巻
と
し
て
い
る
。
ま
た

『
注
解
』
の
序
・
目
録
な
ど
も
付
加
さ
れ
て
い
る
。

以
上
よ
り
和
刻
版
ｅ
は
、
聖
済
堂
版
『
張
卿
子
傷
寒
論
』
七
巻
本

を
十
巻
本
に
改
編
。
こ
れ
と
趙
版
『
金
置
要
略
方
論
』
『
傷
寒
類
証
』

を
合
刊
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
＠
以
降
、
扉
書

も
「
仲
景
全
書
」
に
改
刻
さ
れ
、
つ
い
に
別
本
『
仲
景
全
書
』
が
確

立
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
改
編
は
日
本
で
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
来
の
七
巻
本
に
な
い
『
宋
板
』
『
注
解
』

に
よ
る
校
異
の
頭
注
が
、
十
巻
本
の
各
所
に
ｅ
段
階
よ
り
刻
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
知
れ
る
。
中
国
版
の
翻
刻
に
際
し
、
単
に
返
り
点
な

ど
の
刻
入
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
改
編
と
校
異
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
江
戸
前
期
す
で
に
医
学
古
典
研
究
の
下
地
が
相
当
に

醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
二
）
清
末
・
民
国
刊
『
仲
景
全
書
』
清
末
民
国
間
に
は
以
下
の

三
回
刊
行
さ
れ
、
い
ず
れ
も
版
式
等
の
細
部
は
相
違
す
る
が
構
成
書

は
同
一
で
あ
る
。
③
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）
崇
文
斎
鄙
氏
刻

本
。
⑥
民
国
五
年
（
一
九
一
六
）
千
頃
堂
書
局
石
印
本
。
④
民
国
十

八
年
（
一
九
二
九
）
受
古
・
中
一
書
店
石
印
本
。

こ
れ
ら
は
『
集
注
傷
寒
論
』
『
金
直
要
略
方
論
』
『
傷
寒
類
証
』
、

お
よ
び
『
傷
寒
明
理
論
』
『
運
気
掌
訣
録
』
の
計
五
害
か
ら
な
る
。

つ
ま
り
和
刻
版
に
『
傷
寒
明
理
論
』
『
運
気
掌
訣
録
』
の
二
書
が
加

え
ら
れ
た
構
成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
前
付
の
胡
乾
元
が
光
緒
十
八
年

（
一
八
九
二
）
に
記
し
た
「
重
刊
仲
景
全
書
叙
」
に
は
、
刊
行
に
至

る
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
乾
元
は
長
孫
よ
り
、

上
海
に
来
て
い
る
日
本
人
の
医
家
が
和
刻
の
『
仲
景
全
書
』
を
所
持

し
て
い
る
の
を
聞
き
、
長
孫
を
通
じ
懇
願
し
て
借
出
。
成
都
の
都
少

如
氏
に
翻
刻
を
依
頼
し
た
と
い
う
。

こ
の
序
文
よ
り
③
本
は
和
刻
版
を
底
本
に
二
書
を
増
補
・
翻
刻
さ

れ
た
も
の
で
、
⑥
④
本
は
そ
れ
を
翻
印
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
よ
う
。
事
実
⑤
⑥
＠
本
の
『
傷
寒
類
証
』
巻
末
に
は
、
い
ず
れ

も
⑳
本
と
同
一
の
刊
記
が
忠
実
に
翻
印
さ
れ
、
さ
ら
に
返
り
点
は
除

去
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
和
刻
版
の
頭
注
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て

い
る
。
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以
上
、
明
・
趙
開
美
版
の
『
仲
景
全
書
』
と
そ
の
日
・
中
の
別

本
、
お
よ
び
そ
こ
に
編
入
さ
れ
た
『
集
注
傷
寒
論
』
十
巻
と
『
張
卿

子
傷
寒
論
』
七
巻
に
関
す
る
相
互
関
係
を
考
察
し
た
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

第
八
十
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
、
明
治
初
年
に
新
潟
で
活
躍
し
た
二
人
の
長
州
出
身

の
医
家
（
赤
川
玄
櫟
と
松
岡
茂
章
）
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思

属
ノ
Ｏ

Ｂ
赤
川
玄
櫟
（
一
八
三
七
’
一
九
○
三
）

天
保
八
年
三
月
十
七
日
に
萩
藩
医
品
川
玄
良
（
針
医
、
岡
崎
玄
隣

伝
）
の
二
男
と
し
て
萩
の
西
南
郊
奥
玉
江
に
生
れ
た
。
幼
名
を
熊
之

允
と
言
っ
た
が
、
二
歳
の
時
同
藩
医
赤
川
玄
成
（
本
道
医
、
人
見
法

印
慶
安
伝
、
食
禄
百
七
十
二
石
）
の
養
子
と
な
り
、
成
長
し
て
通
称

を
玄
櫟
と
改
め
、
明
治
六
年
に
迂
一
と
改
め
た
。
養
父
玄
成
は
小
石

元
瑞
の
門
人
で
、
藩
主
毛
利
齊
元
の
侍
医
や
、
藩
の
医
学
館
教
授
や

そ
の
他
の
要
職
を
つ
と
め
た
人
で
あ
る
。

玄
櫟
は
医
学
及
び
蘭
学
は
、
は
じ
め
養
父
よ
り
学
び
、
安
政
元
年

二
月
よ
り
医
学
館
の
入
舎
生
と
な
り
、
翌
二
年
舎
長
役
及
び
引
痘
掛

医
師
赤
川
玄
櫟
と
松
岡
茂
章田

中
助
一
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